
別紙 
【記載例】 

平成２２年度における契約状況のフォローアップ 

平成２３年８月 
独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 

1. 平成２０年度と平成２２年度に締結した契約の状況 
（単位：件、億円） 

平成 20年度 平成 22年度 比較増△減 見直し計画 
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

競争入札等
（35.3％） 

18 
（64.1％）

2.5
（50.0％）

31
（87.4％）

9.0
（72.2％）

13
（260％）

6.5
（97.1％）

33
（98.0％） 

3.1 

企画競争・公募
（2.0％） 

1 
（66.7％）

0.1
（1.6％）

1
（1.0％）

0.1
（0％）

0
（0％）

0
（2.9％）

1
（2.0％） 

0.1 
競争性のある契

約（小計） 

（37.3％） 
19 

（66.7％）
2.6

（51.6％）
32

（ 88.4％）
9.1

（68.4％）
13

（250％）
6.5

（66.7％）
34

（81.9％） 
3.2 

競争性のない

随意契約 
（62.7％） 

32 
（33.3％）

1.3
（48.4％）

30
（ 11.6％）

1.2
（△6.3％）

△2
（△7.7％）

△0.1
（33.3％）

17
（18.1％） 

0.7 

合 計 
（100％） 

51 
（100％）

3.9
（100％）

62
（100％）

10.3
（21.6％）

11
（164％）

6.4
（100％）

51
（100％） 

3.9 
（注1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 
（注2） 比較増△減の（ ）書きは、平成２２年度の対２０年度伸率である。 
（注3） 見直し計画の計数等は、「独立行政法人の契約状況の点検・見直しについて（平成 21年 11月 17日閣議決定）」に基

づき公表した見直し計画である。 
 

 



【20実績】 
一般競争入札・指名競争入札等 

2.5億円 
（18件） 

 
 
 
 

企画競争・公募 
0.1億円 
（1件） 

 
 
 

競争性のない随意契約 
金額 1.3億円（33.3％） 
件数 32件 （62.7％） 

 

【22実績】 
 

一般競争入札・指名競争入札等

9.0億円 
（31件） 

 
 
 
 
 

企画競争・公募 
0.1億円 
（1件） 

 
 
 

競争性のない随意契約 
金額 1.2億円（11.6％） 
件数 30件 （48.4％） 

 

（参考）図表 平成 20年度と平成 22年度に締結した契約の状況                                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（注）「一般競争入札・指名競争入札等」には、不落・不調の随意契約を含む。 
 
 

【（参考）見直し計画】※見直し

結果後における状況 

 

一般競争入札・指名競争入札等

3.1億円 
（33件） 

 
 
 
 
 
 

企画競争・公募 
0.1億円 
（1件） 

 
 

競争性のない随意契約 
金額 0.7億円（18.1％） 
件数 17件 （33.3％） 

 

契約全体に占める

「競争性のある契

約方式」の割合の

実績比増▲減 
 
金額  
＋21.7ポイント 
（6.5億円増）  
件数  
＋14.3ポイント  

（13件増） 
 

競争性のある契約方式合計 

金額 2.6億円（66.7％） 

件数 19件 （37.3％） 
競争性のある契約方式合計 

金額 9.1億円（88.4％） 

件数 32件 （51.6％） 競争性のある契約方式合計 

金額 3.2億円（81.9％） 

件数 34件 （66.7％） 



2. 見直し計画に掲げた競争性のない随意契約の割合に到達しなかった主な理由 
 

競争性のない随意契約３０件中２４件が毎月支払われる電気料金及び上下水道料金といった公共料金で占めているとこ

ろである。 

なお、電気料（年間１２件）については、平成２３年度当初に一般競争入札を実施したが、東日本大震災の影響により

応札者がなく、やむを得ず東京電力と随意契約を行ったものである。 

 その他、随意契約中の２件（ボイラー運転管理業務委託及び園内施設設備管理業務委託）については、年度開始前に一

般競争入札を実施したが、落札者が履行直前で契約を辞退したため、緊急の必要により、やむを得ず随意契約としたもの

である。なお、この２件については、平成２２年４月～６月の３ヶ月間の随意契約とし、７月以降は一般競争入札を行い

契約をした。 

 

 

 

 

3. 平成 22 年度において、随意契約から一般競争入札等、企画競争、公募に移行した主な契約 
 
特に該当する契約はない。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 



4. 一者応札・応募の改善状況 
 

（単位：件、億円） 
 平成 20年度 平成 22年度 比較増△減 

２者以上
件数    17（89.5％） 26（81.3 ％） 9（52.9 ％）

金額 2.5（96.2％） 8.8（96.7 ％） 6.3（252 ％）

１者以下
件数 2（10.5％） 6（18.7％） 4（200 ％）

金額 0.1（3.8％） 0.3（3.3 ％） 0.2（200 ％）

合 計 
件数 19（100％） 32（100％） 13（100％）

金額 2.6（100％） 9.1（100％） 6.5（100％）

(注 1) 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 
(注 2) 合計欄は、競争契約（一般競争、指名競争、企画競争、公募）を行った係数である。 
（注 3）比較増△減の（ ）書きは、平成２２年度の対２０年度伸率である。 
 
 

 

5．一者応札、一者応募に係る改善方策（URL http://www.nozomi.go.jp/jyoho/tyotatsu/keiyaku/20_keiyaku_kaizen.pdf） 


